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令和 3 年 12 月 17 日（金）に修習技術者(技術

士第一次試験合格者及びJABEE認定課程修了者)

並びに技術士を対象として、Zoom によるオンラ

イン形式での第 45 回修習技術者支援セミナーを

開催しました。 

セミナーは、高知県の(株)第一コンサルタンツ

をホスト会場として開催し、四国 4県に広島県を

含む 5県から 13名(内、修習技術者 5名)の参加が

あった。 

 

〈技術士試験と修習のあり方について〉 
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谷本 陽一 氏 

谷本氏から「技術士試験と修習のあり方につい

て」と題して、技術士制度の説明、修習課題と資

質能力、修習のあり方及び私の修習事例の講話が

あった。 

谷本氏の講話は、セミナーの目的が明確であり、

わかりやすく構成されていた。また、「私の修習事

例」では、「修習課題と資質能力」と関連付けて、

実際の取組み内容を解説されており、技術士第二

次試験合格を目指している、修習技術者の方々に

とっては、参考になる講話であった。 

〈質疑応答〉 

質疑応答は、修習術者の方をホスト側より指名

して実施する方法により行った。 

質疑では、「試験対策として大切なことは何でし

ょう」、「4 年後の試験に向けて具体的な修習のあ

り方はどの様にすればよいでしょうか」といった

内容であり、それぞれの質疑に対して、谷本氏や

他の参加者から回答がされていた。 

時間は、15分と短かったが、活発な意見交換が

できたと感じている。 

 

〈アンケート結果(次ページ参照)〉 

本セミナーは、オンライン開催であり、アンケ

ートを直接回収することができないため、Google

フォームを利用し、セミナー後、Webサイトから

アンケートに回答して頂く方式を採用した。アン

ケートは、11 名の方から回答があり、回答率は、

84%であった。(重複回答を除く) 

アンケートの回答は、「セミナー参加の目的の達

成度」について、達成されなかったという回答は

なく、「技術士制度の理解」についても、理解でき

なかったという回答はなかったことから、本セミ

ナーの目的は一定達成できたと考えられる。 

四国本部では、オンラインでの修習技術者支援

セミナー開催は、初めての試みであり、関係者に

よる事前打合せ(オンライン開催)を行うなど、開

催までの手間を要した。しかし、開催場所の地理

的制約がなくなるため、四国 4県からの参加が可

能であり、セミナー開催の周知を徹底し、修習技

術者にとって有用なコンテンツを提供することに

より、今後のセミナー参加者の増加を期待できる

と思われる。 

－以上－ 

ホスト会場でのセミナーの様子 

質疑応答の様子 







 

※アンケート集計は、重複回答者も含まれるため、回答数が 13件となる。 


